
 

 

 

【多文化版】個別の教育支援計画 〔      学校〕 
氏 名 指導要録に記載する正式名 性  別 男 国籍 中国 

フ リ ガ ナ 保護者に確認して記入 生年月日  〇〇〇〇年 〇月 〇日 

学校での表記 保護者・本人に確認して記入 
母  語 

使用言語 
中国語  英語 

住 所 青森市〇〇 △番地１   連 絡 先  電話番号 

 続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

父 〇 〇〇 中国 中国 挨拶程度 

母 〇 ○○ 中国 中国・日本 簡単な日常会話は可能 

     

     

保護者への通知 
□日本語の通知文書で対応可能     □やさしい日本語で作成した通知が必要    

☑フリガナつきの通知文書が必要    ☑大切な連絡等は翻訳文書が必要 

保 護 者 面 談 

説 明 会 等 

□日本語で可能          □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要 

☑通訳が必要 

来 日 時 期 ○○年〇月  滞日予定  日本在住予定 

将来の進路希望 日本の大学に進学希望。 在留資格 家族滞在 

年齢 学年 
居住国・市

町村 

就学前の状況、在籍学校、 

不就学などの状況 
担任 支援員 

支援 

時間 
備  考 

0-1  中国・〇〇      

1-2    〃      

2-3    〃 ○○幼稚園     

3-4    〃   〃     

4-5  中国・〇〇 〇〇幼稚園     

5-6 小１   〃 ○○小学校     

6-7 小２   〃   〃     

7-8 小３   〃   〃     

8-9 小４   〃   〃     

9-10 小５   〃   〃     

10-11 小６   〃   〃     

11-12 中1   〃 〇〇初級中学校     

12-13 小６ 日本・青森県 

○○市 

６月、〇〇市立〇〇小学校編入 〇〇 △△ 
200 

高校進学を考え 

1学年下げて編入 

13-14 中１   〃 ○○市立○○中学校入学 □□ 〇〇 100 学区の中学校に進学 

14-15 中2   〃   〃 □□ 〇〇   

15-16        

16-17        

 

生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

走るのが早い。 

アニメを見るのが好き。 

苦手なこと 
じっとしているのが比較的苦手。 

中国でプール学習がなかったので、泳げない。 

本人・保護者 

の 願 い 

本   人 
日本の学校に慣れて、友達をたくさん作りたい。 

将来は、お医者さんになりたい。 

保 護 者 日本で、大学教育まで受けさせたいと考えている。 

長 期 目 標 

（期間：４年） 

日本語で行われる授業内容を理解できるようになり、公立高校に進学する。 

母語や母文化を大切にしながら、日本人の友人を多く作り、校内での国際交流で積極的な発信ができるよ

うにする。 

言語・文化 

的 配 慮 

 

学校生活上の配慮（１） 

１－１ 日本語が十分でないことを周囲が理解して、健康や安全を守れるようにする。特に災害時など。 

２－１ 学級活動や行事を通して、文化の違いを互いに尊重しながら友人関係を持つことができる。 

２－２ お祈りの場所を確保する。 

日本語及び教科学習上の配慮（２） 

１－２ 2年程度は、日本語支援員がついて、日本語の基礎・基本を身に着ける。 

２－４ 高校進学に向けて、所属学級での教科学習においても、各教科担当が、重要なところ 

を強調してゆっくり話す、やさしい日本語での説明を説明する、翻訳ツールを活用す 

るなどして、内容理解ができるよう配慮する。 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

２ 社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中な 

どで、母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。 

３ 高校進学に向けて、日本の教育制度等について、保護者も含めて情報を伝える。 

支 援 体 制 

 

関 係 機 関 

と の 連 携 

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。また、保護者面談等で通訳

が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。 

・ 校内で、担任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を定期的に

開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、教育委員会に状況を報告す

る。 

・ 多文化共生の学校づくりに向けて、国際交流協会などの地域資源も積極的に活用する。 

日本語 0 プログラム 

フ ェ ー ズ 

フ ェ ー ズ 2 (〇年 〇月) 3 (〇年 〇月)  （  年 月) (   年   月) 

支 援 時 間 週 200時間 週 100時間 週  時間 週   時間 

D L A 

D L A 

実 施 レ ポ ー ト 

実施日（実施者） 
語彙力 

チェック 
話す 読む 書く 聴く 

〇年 〇月 〇日（〇〇） 73%（日本語） 3.2 - - 4.0 (B7) 

 〇年 〇月 〇日（〇〇） 90% 4.5 3.8 (F) 3.6 (W8) 4.2 (B8) 

年  月  日（  ）     %     

全体評価 

（ステージ） 

実施日（実施者） 話す 読む 書く 聴く 
JSL 評価参照枠 

＜全体＞ 

 〇年 〇月 〇日（〇〇） 4   4  

 〇年 〇月 〇日（〇〇） 5 3 3 4 3 

年  月  日（  ）      

備   考 第1回目DLA：「話す」認知タスク△、「読む」「書く」はSVの判断により未実施。 

作 成 者 
担当教員：               多文化スーパーバイザー： 

支援員： 

   

 

 

 

作成日 平成○○年○月○○日 

評価日 平成○○年○月○○日 



 

 平成   年  月  日  保護者氏名                  ○印 

言語・文化的配慮の観点・項目と具体例 

 

観点（１）学校生活上の配慮 

 （１）―１ 日本語を母語としないことによる学校生活上の困難への配慮 

    （１）－１－１ 行動のめやすになる表示などのユニバーサルデザイン 

              例）ピクトグラム等 特に災害時の対応 サバイバル日本語の修得支援 

    （１）－１－２ 児童生徒同士のコミュニケーションをとりやすくする配慮 

              例）翻訳機 電子辞書等 

 

 （１）―２ 母文化が異なるための学校生活上の困難への配慮 

    （１）－２－１ コミュニケーション上の配慮  

例）身体接触 学校文化（清掃、持ち物、部活動、行事、行動規範等） 

 例）ものの貸し借り、けんかなどをめぐる文化によるコミュニケーションの違い 

  

（１） －２－２ 施設・設備面での配慮 

              例）給食 トイレ 宗教（お祈りの場所等） 

 

観点（２）日本語及び教科学習上の配慮 

  （２）－１ 学習内容の変更・調整 

    （２）－１－１ 教育課程の違いへの配慮 

              例）学んだことのない科目や学習内容への配慮 

    （２）－１－２ 母語・母文化の違いから生じる困難度が高い科目の取り出し指導 

              例）国語科、社会科、家庭科等を別室で指導 

 

  （２）－２ 教材や方法上の配慮 

    （２）－２－１ 教材の工夫       

例）実物・模型・絵・写真・図の活用 学習の流れがわかるワークシートの活用 

    （２）－２－２ 体験的な活動の導入 

              例）実験やフィールドワーク 

    （２）－２－３ デジタルツールの活用   

              例）翻訳機、タブレットの活用 

    （２）－２－４ やさしい日本語による説明 

              例）その授業内の重要事項をやさしい日本語でゆっくり説明する 

 

観点（３）母語・母文化の尊重と多文化共生の取組 

 （３）－１ 本人の心理面を考慮した母語や母文化の尊重   

例）日常的な尊重による、自尊心やアイデンティティ、保護者との関係への配慮 

 （３）－２ 周囲との間での互いの文化の理解と多文化共生に向けた取組 

              例）社会科・家庭科・芸術科、総合的な学習の時間、行事等での相互理解の機会  

 （３）－３ 国による教育制度等の違いに配慮した取組 

              例）日本の高校への進学に向けた母語での情報提供 

 

支援体制 関係機関との連携 

校内支援体制   ケース会議を設定し、定期的に個別の支援計画を見直し、協働して支援にあたる 等 

（担任、学年主任・教務主任・養護教諭等の関係職員、管理職、支援員、スーパーバイザー等） 

関係機関との連携 所管教育委員会 弘前大学多文化リソースルーム 地域のNPOや国際交流協会等との連携の 

         具体的なあり方 

母語・母文化の尊重のために 

 

【基本的な考え方】 

日本の学校では当たり前と思っていても、相手の母文化では当たり前でないことがたくさんあります。 

次の２つの姿勢を基本として対応していきましょう。 

① 日本の学校教育の考え方や指導方針について、理由や背景も含めて丁寧に説明し、理解してもらう。 

② 宗教など相手にとって大切な価値観を尊重し、受け入れる。 

 

 

 


